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三 谷 和 史

1.は じめ に

中国の長い歴史の中で様々な漢字が生 まれて変化を遂げ,ま た,日 本に伝え

られてか らも変化を続けている。そのため複数の漢字が同一の意味を持つ例が

数多 く存在 し,こ のことが漢字 をより複雑 にしている。身近な例 としては,文

芸の 「芸」 と雑誌 『文藝春秋』の 「藝」などがある。 しか し漢字が日本語の表

現 を豊かでバ ラエティに富んだものにしていることも事実である。

コンピュータで漢字を利用する場合,通 常JIS[1],[2],[3]に 基づいた漢

字 コー ドが使用 されるため,日 本の漢字 と認め られる5万 字余 りの漢字 と比べ

ると使用可能な漢字は制限される[4]。 また,漢 字の入力 は通常仮名漢字変換

システムを通 じて行われるため,仮 名漢字変換 システムの辞書によっての制限

も存在す る。 これは,「馨學」 と記述 したい場合に仮名漢字変換 システムの辞

書に登録されている語彙が 「医学」だけであれば,記 述 したい 「讐學」を入力

するためにいちいち単漢字辞書を開いて1字 ずつ入力するといった手間がかか

り,結 果使用す る漢字は仮名漢字変換 システムの辞書にある語彙 とな りがちに

なるという制限である。

コンピュータで漢字を使用する際も,深 く豊かな文章表現 を可能にするため

には,で きるだけ漢字を自由に使える環境が必要である。本研究ではその一歩

として,漢 字の異字体の整理を行い,異 字体同士がコンピュータ上で変換で き

るようなシステムを構築 し,こ れを用いてよ り自由な漢字使用を可能とするこ

とを目的 とする。このようなシステムによって,仮 名漢字変換の辞書にある語
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彙を異字体に変換 した辞書の作成,一 般的によく使われる漢字か ら古い漢字へ

の置 き換 え,逆 に古い文献 を現行の漢字に置 き換え読み易 くするといったこと

が可能となる[5],[6],[7]。

2漢 字の字体変化の歴史

漢字はそもそも中国大陸で中国語を表すために生まれ,原 則 として一文字で

一つの事象を表す表意文字であるため
,字 数が極めて多 くその形態 も実に豊富

である。現在我が国で使用 されている漢字は中国大陸で生 まれたものと日本で

作 り出された国字 と呼ばれる和製漢字(畑,峠,働)が ある。

2.1中 国での変遷

中国では,時 代 ごとに実に多 くの漢字が生まれ変化 を重ねてきた。

股代(紀 元前1500年 頃)

漢字の原始形 として最 も古いのは,股 代の契文(甲 骨文)と 青銅器に鋳込ま

れた金文 と呼ばれるものである。漢字はこのときから既に2種 類が存在 した。

戦国時代(紀 元前403年 ～)

その後戦国時代を迎 えた中国は,混 沌 とした時代を反映 し,箔 文,象 文,古

文等の新たな種類の漢字が生 まれる。金文 も変化 しなが ら残 り,こ の時代は主

に4種類の漢字が存在 した。

漢代(紀 元前206年 ～)

漢代になると金文の流れを受け継 ぎながら蒙書を簡略化 し,よ り直線的な隷

書が生まれる。そ してさらに隷書か ら楷書が生まれる。これは後漢の王次仲が

作 ったもので,点 画 をくずさない現在最 も標準的な漢字である。

2.2日 本での変遷

日本において も貴族社会や商人社会など,社 会の状況が変化する度に様々な

字体が使われて きたが,明 治 とな り中央集権が強まってか らはその氾濫を防 ぐ
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ため漢字使用に制限を加えるようになった。

国字政策

日本に伝えられてか らの漢字は,人 々の手で様々な字体に変化 した。あま り

にも字数が増えたため,国 字改良論や漢字制限論が盛んになり,有 識者の問で

様々な議論がなされた。

そして明治33年 小学校令施行規則の中で,初 めて法令によって漢字規制が行

われた。大正12年 には常用漢字1962字,及 び簡易字体154字 を選定 し,こ の後

の漢字の使用に大 きな影響を与 えた。戦後には漢字そのものが廃止の危機に追

い込まれるような出来事もあったが,昭 和24年,当 用漢字の字体の標準を示す

「当用漢字字体表」が公布され新聞社 もこれを用いることを決めた。

昭和56年 には内閣告示によって常用漢字1945字 が定められ,ま た同時に法務

省令戸籍施行規則の附則によって人名用漢字別表が定め られた。人名用漢字別

表は平成2年 に改正 され,常 用漢字に加えて284字 が選定されている。 また,

平成4年 施行の小学校学習指導要領の学年別配当表に,常 用漢字のうち1006字

が教育漢字として示 されている。

このように日本でも,漢字は次々と改め られた り統廃合されるなどして,様 々

な字体が生 まれてきた。

JIS漢 字の制定

昭和53年 これまで不統一であったコンピュータの文字コー ドが 日本工業規格

(JIS)に よって定められ,「 情報交i換用漢字符号系JISC6226-1978」 として

制定された。第一水準の漢字が2965字,第 二水準の漢字が3384字 含 まれ,こ の

第一次規格がワープロや日本語処理システムに適用された。

これは国字政策 とは別に産業界等の要請によって規格が求め られた経緯があ

るため,国 字政策で認められた漢字を全て含んだ上で,人 名地名によく用いら

れる漢字等 も相当数が含 まれている。

この頃か ら,「 日本語 ワー ドプロセッサ」が企業 を中心 に普及し始め,1980

年半ばには第一次規格 にさ らに追加,変 更を行 った第二次規格 の 「JISC

6226--1983」 が制定 された。 これは,後 にJIS情 報X部 門が新設 された際に
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「JISXO2081983」 と改称 された。

平成2年 に定 め られ た第3次 規格 の 「JISXO2081990」 に は,第 一水準2965

字,第 二水準3390字 の 合計6335字 が 含 まれてい る。 また同年,日 本 語処理 シス

テムの普及,情 報 内容の多様化 などの背景 か ら,情 報 交換 用 の文字 の追加が必

要 とな り,「JISXO2081990」 の 補助 として 「情 報交i換用 漢字符 号 補助 漢字

JISXO2121990」 が 制 定 され た。 これに含 まれ る漢字 は5801字 で あ る。平成

9年 には最新 の 「JISXO2081997」 が 制 定 され,よ り明確 な規 定が打 ち 出 さ

れ ている。 ここで は,字 体 の追加,変 更 は行 われ ていない。

2.3コ ンピュータ上での漢字使用の現状

以上を考えると,我 々はJIS規 格 の制限,仮 名漢字変換辞書の語彙による制

限,さ らには国字政策による制限という三つの制限の基にコンピュータ上で漢

字 を使用 しているのが現状である。最後の制限は個人が 自由な表現をする場合

には問題としなければよいが,仮 名漢字変換辞書の語彙による制限は快適に自

由な表現を行 う妨げ とな り,JIS規 格 による制限は現状ではいかんともしがた

い。つまり,大 漢和辞典を通常の環境の人が持つ環境で表示可能な電子テキス

トとして表現する手段を持たないのが現状である。もちろん,専 用のコー ドを

制定 して,そ れに対応するフォン トを持てば表示可能であるが,そ のテキス ト

を加工するためには専用のソフ トウェァが必要 となる。また大漢和辞典には同

じ漢字が重複 して採録されているので,コ ー ドを制定する場合は注意が必要と

なる。

3異 字体の分類

本来異字体 は日本の漢字5万 字余 りについて考えるべ きではあるが,本 研究

ではコンピュータ上での異字体の取 り扱いを考えているため,対 象 とする漢字

をJISに 存在する漢字に限定する。

そこで,JISに 存在する第一水準2965字,第 二水準3390字 の合計6335字,補
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助漢字の5801字 の漢字について,異 字体の調査を行った。

異字体とは,同 一のルーツを持つ漢字であり,置 き換えて使用 しても差 し支

えがないものである。そのため,こ こでは 「花」 と 「華」のようなものは異字

体 とはせず,ま た数字の宛字についても異字体 とはしていない。

3.1分 類のカテゴリー

JISの 規格表にある漢字には,ど の漢字が どの漢字の異字体であるという情

報が記述 されているが,ど のような種類の異字体であるかの記述はない。 しか

し,一 般の辞書では異字体に対 して旧字や正字といった分類がなされ,そ れら

の使用頻度も異なると考えられるので,こ こでは異字体の分類を行 う。これは,

仮名漢字変換辞書では語彙に対 して使用頻度が附随する場合が多 く,こ のよう

な辞書に対 して異字体 を追加する場合に分類 によって頻度を変えるという操作

を行いたいという要求があるから・である。 また,あ る文章中の漢字 を行ベース

で異字体に自動変換するとき,複 数の異字体の候補がある場合は1行 が複数の

候補行に変換 されて,そ の中から希望の変換結果をユーザが選択する必要があ

る。このとき変換 したい異字体の分類が決 まっているのであれば,変 換結果の

候補行の数を減らすことがで きるためである。

異字体の分類 を行 うにあたって,字 体に次の八つのカテゴリーを定義 した。

このカテゴリーは大漢和辞典(大 修館書店)を 中心 として,他 に大漢語林(大

修館書店),漢 和大辞典(小 学館)を 参照 し,カ テゴリー内の字数がグループ

として成 り立つ程度であるかを判断基準 とした。分類は基本的には最 も多 くの

漢字(48902字)が 収録されてい る大漢和辞典全十二巻(大 修館書店)を 使用

して字体 を確認 し,不 明な場合は他の辞書を参考 にした。以下に分類項 目を示

す。

・現行字体:現 在広 く一般的に用いられ,通 常の出版物や新聞に使われている

字体 をさす。

・旧 字:昭 和24年 に発表された 『当用漢字字体表』で,当 用漢字1850字 の

うち約400字 に新 しい字体が定め られた。字画を簡略化 した もの
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・そ の 他:象 字 や籍 字
,

が殆ん どであるが,こ のときに簡略化 されたものを新字体 という

のに対 し,元 の字体を旧字体 という。例)藝(芸)國(国)

字:康 煕字典を拠 り所とし,そ こで標準であると認められた点画を省

略 した り変えた りしない,正 当 と認められる漢字の字体をさす。

例)泳(氷)螢(蛍)

字:正 字体ではないが,世 間で通常用いられている字体 をさす。例)

舘(館)倣(作)

字:特 に古い起源 をもつ文字のこと。辞書で 「古文」 と分類されてい

る字体 もこのカテゴリーに属する。例)穐(秋)弍(二)

字:漢 字の元(ル ーツ)と なった漢字をさす。一般の正字よりもさら

に字源的に忠実な形をしている。例)辮(弁)鍼(針)

字:漢 字の点画などを省略 して簡単にしたものや,そ の漢字と同意の

漢字で字画を簡略化 したものをさす。例)　 (留)厳(鼠)

またはどのカテゴリーに属するか明確でない場合,

その他に分類する。

同 じ事象 に対 して二つ三つの漢字が作 り出されるのは自然なことであって,

その結果漢字には異なる漢字で同じ意味を持つものが存在する。例えば 「幽玄」

の 「玄」 と 「夢幻」の 「幻」は同じ事柄を表すといわれてお り,頻 繁に目にす

る例 としては 「倉」 と 「蔵」がある。 しかしほとんどの場合において後世に特

有の慣用が定まり,日 本では全 く別の訓をつけているため,こ こでは別の漢字

として取 り扱 う。

3.2異 字体表の性質

異字体表 を作成するとき,注 意する点を考える。

AがBとCの 異字体である場合に異字体表に両方を載せてしまうと,異 字体

表を使ってBか らAと いう異字体に変換 したのち変換をもう一度行って異字体

を元の字体に戻す場合に,Aか らB,Cへ の変換が可能 となって誤ったCへ の

変換が含まれてしまう。
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これを避iけるためには,「 一つの漢字はこの異字体表には高々1度 しか出現

してはな らない」 という性質を異字体表が持つ必要がある。

実際に二つの漢字が共通の異字体を持つ場合がある。このような異字体はこ

の性質を満たすため省略する必要がある。但 しこのような場合でも明らかに一

方の頻度が高いと思われるものは,頻 度の少ないもののみを省略する。

この規則 に従って,「 口」(「囲」の本字)と 「口」(「国」の古字 または略字)

の組み合わせ,「「」(「庵」の略字)「r」(「 雁」の略字)「r」(「 歴」の略字)

の3字 の組み合わせなどは省略 した。

一方のみを残 した組み合わせは 「×両(輌 の古字)○ 両(現 行字体)」
,「 ×

鴬(嶋 の略字)○ 鴬(島 の俗字)」,「×弍(弐 の略字)○ 弍(二 の古字)」 の三

つである。

3.3異 字体表

調査の結果を,ピ リオ ド(.)を 区切 り文字とする

現行字体.旧 字.正 字.俗 字.古 字.本 字.略 字.そ の他

という形式でテキス トの表とした。当てはまる字がない場合,ア スタリスク(*)

を入れてある。第一 ・第二水準の漢字は 「漢字:JISコ ー ド」 もしくは 「区/

点」による表記,補 助漢字は 「区一点」による表記とした。 また一つのフィー

ル ドに当てはまる漢字が複数ある場合,漢 字 と漢字の問を縦線(1)で 区切 っ

ている。その一部を表1に 示す。

このような表記としたのは,補 助漢字のフォントがまだ一般 に整備されてお

らず,画 面表示は可能な環境は存在するが,TeXや プリンタでの出力が まだ

筆者の環境では不可能であるためである。

作成 した表には2708字 の漢字が含 まれている。その内訳は第一 ・第二水準が

1736文 字,補 助漢字が972文 字である。字体別の文字数は表2の 通 りである。尚,

現行字体を持たない ものは149文 字である。

表には亜 ・亜のような2文 字の異字体の組み合わせか ら,剣 ・剣 ・劔 ・劔 ・

劒 ・劔の ように6文 字が対応 しているものまで存在する。漢字の異字体の組み
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合わせは表3の 通 りである。

また,同 一フィニル ドに複数の漢字があるものは,二 つの漢字があるものが

162組,三 っの漢字があるものが11組 である。.

表1

亜:3021.亜:5033.*.*∴*∴*.

悪:302d.悪:5828.*∴*.*∴*.

芦:3032.*.薦:6943.*.*.*.*.*.

鯵:3033.鰺:724d∴*.*.*.*.*.

圧:3035.歴:55a∴*∴*.*.*.

庵:3043.*∴*.156-50.*.'.tS:683f

囲:304f.園:5423.*.*.*.*∴*.

為:3059.爲:602a.*.*.*.*∴*.

医:3065,讐:6e50∴*.*.*.*.*.

井:3066.*.*.*.*。 丼:5027.*.*.

育:3069.*.*∴*∴*.銃:5d5a

-一:306c
.*.*.*.弍:5021.*.*.*.

壱:306d.壼:5465.*.*.*.*.*∴

稲:3070.稻:634b.*.*.*.*.*。*.

飲:307b.飲:5d3b.*.*.*.*.*.*。

淫:307c.*,*.*.*.*∴ 婬:.5535

匡惑:3123.隠:702c.*.*.16-20.*.*.*.

韻:3124.*∴ 餉:7071.*.*∴*.

珍口:312c.*.*.*.*.*.*.夕 「1:5249

欝:3135.*.琶 参:5d35。*.*.*.*.*.

厩:3139.*.腹:567e.厩:567d.*.*.*.*.

叡:3143.*.*.*.24-59.*.*.容:624f

営:3144.螢:535b.*.*.*.*.*.*.

曳:3148∴*.曵:5b2a∴*.*.*.

栄:3149.榮:5c46.*.*∴*∴*.

衛:3152∴ 衛:6a4c.*.*.*∴*.

駅:3158.騨:7163.*.*。*.*∴*.

円:315f.圓:5424∴*.*.*∴*.

煙:316c.*.r∴*∴*.よ 因:515d

豊色:3170.*.*.豊 色:6766.62-76.*.*.62-77.

・塩:3176 .*.肇 垂:7345.*.*.*.*.*.

於:3177.*.*.*.*.干:5032.*.*.

奥:317c.奥:547c.*∴*.*.*.27-84.

往:317d.*.*.往:5748.*.*.*.*.'

応:317e.慮:5866.*.*.*.*.*.*.

欧:3224.欧:5d3f∴*∴*.*.*.・
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言化:6b42.*.*.言 爲:6b77.*.*.*.*.

言盆i:6b6a.*.*.言 盆:6b6b.*.*.*.*.

講:6b7c.*.譜:6b7b∴*.*.*.*.

家比:6c41.*.貌:6c40.*.*.*.*.*.

武:6c48.*.*,武:6c49.*.*.*.*.

星閥:6d38.*.*.*.*.*.*.E藺:6d39

車茸[:6d4c.*.*.朝 更:6d4d.*.*.*.*.

車両:6d52.車 南:6d51.*.*.*.*.*.*.

迫:6d6c.*.*.廼:572f.*.*.*.*.

遙:6e24.*.*.廼:6e25.*.*.*.*.

邊:6e34.*.*∴*.*∴ 邉:6e35

金戸:6f4f。 鎗:6f4e.*.*.*.*.*.*.

鐙:6f54.鎭:6f53.*.*.*.*.*.*.

閾:6f5e.*.fldi1J:7229.*.*.*.*.*.

潤:6f69.*.闊:6f68.*.*.*.*.*.

靱:7056.*∴*.*.*.*.靱:7057
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齋:706d.*.*.奎:706e.*.*.*.*.

票風:7128.*.*.麗i:7129.*.*.*.*.

岡:722a.*。*.関:6f62.*.*.*.*.

鰻:725c.*.魚 盈:725b.*,*.*.*.*.

晃:726a.*.*.見:726b.*.*.*.*。

鷹:726e.*.*.薦:726f,*.*.*.*.

鵬:7276.*.*.*.*.*.*.歪 爲:7277

鵜:7329.索 鳥:732a.*.㌔*.*.*.*.

真葛}':7337.眞 島:7336.*.*.*.*.*.*.

麩:734f.*∴76-74∴*.*.麸:7350

驚:7367.*.*.熱i:7262,*.*.*.*.

欝:7376'.*.*.1留:5377.*.*.*.*.

30/69.*.*.*.16-02.*.*.*.

18/28.*,*.*.16-03.*.*.*.

34/22,*.*.*.16-04.*.*.*。

17/15.*.*.16-05,*.*.*.*.

38/51.*.*.*.16-07.*.*.*.

27/47.*.*.*.16-23118-75.*.*.*.

20/05.*.*.16-27.*.*.*.*.

27/45.*.*.*.*.*.*.16-30

26/48.*.*.*.16-31.*.*・.*.

21/93.*.*.*.16-33.*.*.*.

27/17.*.*.*.*.*.16-36.*.

36/67.*.*.16-48.*.*.*.*.

54/70.*.*.*.*.*.*.16-58

18/48.*,*.16-60.*.*,*.*.

37/56.*.*.*.*.*.*.16-61

70/84.*.*.*.*.*.*.16-66
27/87.***.*.*.*.16-70
55/43.***.*.*.*.16-82
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*
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*
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表2字 体別文字数

現行字体 旧字 正字 俗字

1095 288 89 262

古字 本字 略字 その他

100 55 25 794

表3字 体組合せ数

2文 字 3文 字 4文 字 5文 字 6文 字

1057 153 22 7 2

4異 字体変換 プログラムktr

この表を使 って,EUCコ ー ドで書かれたプ レーンテキス ト中の漢字の字体

を行ベースで変換するプログラムの一つとして"ktr"を 作成した。

ktrは 基本的にktr-[数 字]+[数 字]{+[数 字]}*の 形式で起動される。数

字には1か ら8ま でが一つ以上入 り,各 々が順に1:現 行字体,2:旧 字,3:正

字,4:俗 字,5:古 字,6:本 字,7:略 字,8:そ の他 を意味する。ktrを 実

行すると入力行 は一で指定した字体から+で 指定した字体に変換 される。複数

の変換がある場合 は複数の行に分かれて出力がなされる。尚,+[数 字]の 数字

で示 される字体は同 じ優先度となり,+[数 字]が 複数ある場合は右側の+[数

字]の 優先度が高 くな り,最 も優先度が高い行が出力される。例えば,ktr-

1+23は 現行字体 を旧字体 と正字体へ変換せよということを示 し,ktr-1

+2+3は 現行字体 を旧字体 または正字体へ変換せ よ但 し旧字体 と正字体の両

方がある場合は正字体のみに変換せ よ,と いうことを示す。

また,同 じ行中に同じ文字が出現 した場合は,同 じ文字への変換のみを出力

することとした。例えば 「小樽商科大学の学生」 という行をktr-1+27に よ

って変換する場合 「学」 を変換させ る候補は 「學」と 「峯」の二つあるが,も

し 「大学」の 「学」を 「學」に変換 したのであれば,次 の 「学生」の 「学」 も

同じく 「學」 に変換させ るという仕組みである。これによって,変 換の不統一

を防いでいる。

以下,プ ログラムの開発の順を追って,プ ログラムの設計方法について説明

を行う。
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4.1ktrVersion.0

このプログラムはktrの 原形 となった初期のバー ジョンで,現 行字体 を第

一 ・第二水準の他の字体全てに変換 したものを出力す る目的で作 られた。ここ

では表をif()elseif()文 の並びに変換 し,行 中の漢字を行の先頭か ら一つ

一つif文 の並びで処理を行い,変 換すべ き漢字であれば変換 した行を作成 し

ていく方法をとる。変換が複数ある場合は複数の行が作成され,続 く処理はこ

の変換 した行全ての変換が済んだ位置以降に対 して同様に行われる。また変換

すべ き漢字が見つかった場合は,行 の最後まで同じ漢字が存在するかをチェッ

クして,存 在すれば同時に変換 を行うことによって変換の不統一を防いでいる

(図1参 照)。

→ 国立小樽商科大学の学生

→

一レ

国立小樽商科大学の学生
國立小樽商科大学の学生
囲立小樽商科大学の学生

国立小樽商科大学の学生
國立小樽商科大学の学生
囲立小樽商科大学の学生
國立小樽商科大學の學生
國立小樽商科大華の華生
囲立小樽商科大學の學生
囲立小樽商科大牽の華生

図一1

本手法の欠点は,変 換対象かどうかの決定のために,行 中の漢字1字 ごとに

多数のif文 の判断 を行 うため処理速度が遅いこと,及 び変換結果 を行 として

積み重ねていくため記憶域が無駄にな り,長 い行に対 しては実行がで きないこ

とである。 しかしなが ら,仮 名漢字辞書の語彙を変換するためには十分利用可

能であった。



146 商 学 討 究 第49巻 第2・3号

4.2ktrVersion.1

Version.0の 欠点を補うために,表 を起動時 に読み込みハ ッシュ表の形での

内部表現 を行って任意のカテゴリー問での変換を可能 としたものがVersion.1

である。 また,記 憶域の管理のため変換結果はリス トの形で保持することとし

て,リ ス トの上でロックシステムを用いて変換の不統一を防 ぐこととした。

ハッシュは図2の ような形 をしてお り,ハ ッシュ関数H()に 対 して漢字A

を与えたH(A)が 左のハ ッシュテーブルの位置(添 字)を 返 し,そ こにring形

式で繋がっている漢字へのポインターが格納 されている。ポイン トされた先の

漢字がAで あれば,あ とはringを 辿って変換すべ きカテゴリーの漢字が存在

す るかを調べればよい。 また,ハ ッシュであるか らH(A)が 異 なる漢字に対

して同一の値を返す場合があるので,そ の場合のオーバフロー処理 も行 う。こ

hash

「
」
!

ト

ー

L■

ring

_一 　 レ本

rIng

図一2
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れによって,多 数のif文 による比較 とは桁違いの検索速度が得 られる。

また,変 換結果のリス トは図3に 示すような形で変化 してい く。図中の四角

い空白が リス トのノー ドであ り,そ こか ら変換文字列がポイン トされている。

国立小樽商科大学の学生

国

國
王

囲

}

一国

1立小樽商科大学の学生1

國
■
囲
}

国

立小樽商科大 學
T
支
子

劉

3一図

圏
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最初は変換前の文字列がポイン トされてお り,最初の変換によって,「国」が「國」

と 「囲」に変換 されると,次 の リス トの形になる。これは,変 換前の文字がリ

ス トの上に,変 換 された結果の文字が下にこれもリス トの形で付加されて,残

った変換対象の文字列が次の四角い空白の リス トに繋がれる。そ して,こ の残

った変換対象の文字列の リス トに同様の操作 を行 う。Version.0と は異なり,

同じ変換文字列があるかを一度に調べることは行わない。そして,変 換結果と

して最後の リス トが得 られる。

このリス トを トラバースして最終出力の行を生成するわけであるが,ト ラバ

ースの際は変換結果の不統一を防 ぐための方法が必要となる。 この方法を図4

に示す。これは,変 換されたリス トを トラバースするときに,同 じ漢字が既に

使用 されているかどうかを最初にチェックして,そ うでない場合 に限って元の

漢字がどの漢字に変i換されているかをロックとして記憶 しておき,同 じ漢字が

既に使用されていればロックされた漢字をそのまま出力する方法である。 これ

によって変換の不統一を避けることができる。この例では,前 から順番に トラ

バースが進み,「 国」が 「國」にロックされ,「学」が 「學」にロックされ,最

後の 「学」の時点でのチェックで 「学」が既に使用 されているので,ロ ックさ

れた 「學」をそのまま使用することとしている。

本手法の欠点は,ハ ッシュ表をプログラム起動時に作成するため表のファイ

ルが実行時に必要である点 と,ハ ッシュの記憶域 に多少の無駄がある点である。

、
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、
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4.3ktrVersion.2

Version.1の 欠 点 を補 うため,表 をコ ンパ ク トに して,プ ログラムの コ ンパ

イル時 に読 み込 める形 式 に した。異 字体 テーブル は,

structktable{

unsignedshort旦ag:1;

unsignedshorttype:3;

unsignedshortchain:12;

unsignedcharcode[2】;

};

とい う形式 と し,漢 字1文 字 のため に4バ イ トを使 うだけで済 ませ る ことが で

きた。 図5に ハ ッシュ表 と異字体 テ ーブル を,表4に 実 際の異字体 テー ブルの

hash異 字 体 テ ー ブ ル

A
u＼ 1 0

＼ 0 2

0 2

o＼

0 5

1

fIagtypehash漢 字 コ ー ド

●は配列の添字を示すchain鵜 鐸轟:Ell3難って,
EUCCode&Ox7f7f

図 一5



150 商 学 討 究 第49巻 第2・3号

一 部 を示 す
。 異 字 体 テー ブ ル で は 且ag

が1の 行 か ら次 に 且agが1と な る行 の

手前,も しくはその ような行 が ない場合

はテーブ ルの終 りまでが一 つの漢字 の異

字 体 フ ァ ミ リー を表 して い る。 これ は

Versoin.1のringと 同 様 の ものであ る。

typeは カ テ ゴ リー を示 す 数値 が入 る。

chainは ハ ッ シ ュ表 に お け る オーバ フ

ロー処 理 で用 い られ る。codeは 漢 字

コー ドが 第 一 ・第 二 水 準 に つ い て は

EUCコ ー ドそ の もの を,補 助 漢字 につ

いてはECUコ ー ドにOx7f7fを 論 理積演

算 した もの(各 バ イ トのMSBを0と す

る)を 入れて いる。実行時 に この テーブ

ル上 でハ ッシュ表 を作 り,構 成 され たハ

ッシュ表 を使 うことと した。 また この表

をアクセスす るルーチ ンを独 立 させ,他

のプロ グラムか らも使用可 能 と した。 こ

れは,EUC漢 字1文 字 と変換 対 象の カ

テゴ リー を引数 として変換 後の文字 を返

す ものであ り,汎 用 的 な利用 が可能 とな

った。 プ ロ グラ ム 自体 も この イ ン タ フ

ェース を用 いて書 き直 された。

表4ktrVer.2の 表異字体テーブル

(一部)

{1,0,4095,0xbO,Oxed},/*壱:16/77*/

{O,1,4095,0xd4,0xe5},/*壼52/69*/

{1,0,4095,0xbO,Oxec},/*-16/76*,'

{0,4,4095,0xdO,Oxa1},/*弍48/01*/

11,0,4095,0xbO,Oxe9},/*育16/73*/

{O,7,4095,0xdd,Oxda},/*銃:61/58*/

{1,0,4095,0xbO,Oxe6},/*井:16/70*/

{0,5,4095,0xdO,Oxa7},/*丼:48/07*/

11,0,4095,0xbO,Oxe5},/*医:16/69*/

{O,1,4095,0xee,OxdO},/*署:78/48*/

{1,0,4095,0xbO,Oxd9},/*為:16/57*/

{O,1,4095,0xeO,Oxaal,/*爲:64/10*/

{1,0,4095,0xbO,Oxcf},/*囲:16/47*/

{0,1,4095,0xd4,0xa3},/*園:52/03*/

{1,0,4095,0xbO,Oxc31,/*庵i:16/35*/

{O,4,4095,0x58,0x52},/*:56-50*/

{0,7,4095,0xe8,0xbfl,/*蕎:72/31*/

{1,0,4095,0xbO,Oxb5},/*圧:16/21*/

{O,1,4095,0xd4,0xda},/*塵:52/58*/

{1,0,4095,0xbO,Oxb3},/*鯵:16/19*/

{O,1,4095,0xf2,0xcd},/*鰺:82/45*/

{1,0,4095,0xbO,Oxb2},/*芦:16/18*/

{0,2,4095,0xe9,0xc3},/*藍:73/35*/

{1,0,4095,0xbO,Oxad},/*悪:16/13*/

{0,1,4095,0xd8,0xa8},/*悪:56/08*/

{1,0,4095,0xbO,Oxa1},/*亜:16/01*/

{O,1,4095,0xdO,Oxb3},/*亜:48/19*/

更なる変更 として,リ ス トの文字列の持ち方を工夫して,よ り少ない記憶域

で動作可能 とする予定である。

4.4変 換 例

現 行字体へ の変換 は1種 類 しか ないので,ktr-2345678+1と す るこ とで,
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任意の文章を現行字体へ変換す ることが可能である。

例えば,昔 の落語のテキス トを現行字体へ変換 させてみると,「それは氣の

毒だなア。おめえにそんな散財 をさせようと思つて,俺 は呼込んだ繹 ぢや アね

え。(三 遊亭圓生 「騎駝」 より)」が,

「それは気の毒だなア。おめえにそんな散財をさせ ようと思つて、俺は呼込ん

だ訳ぢや アねえ。(三 遊亭円生 「騎駝」 より)」へと変換 される。

5異 字体表の応用

5.1仮 名漢字変換辞書への適応

ktrを 用いて仮名漢字変換 システムwnnの 辞書にある語彙の変換 を行い,

異字体の辞書 を作成することが可能である。 これによってwnnで 利用できる

字体の幅が増加する(本 文もこの辞書 を使って書かれている)。 また,辞 書の

頻度をカテゴリーによって変更す ることができるので,旧 字体の語彙は現行字

体の半分の頻度に,正 字体の語彙は1/4に といった細かい制御が可能となる。

他の仮名漢字変換システムの辞書 に対 しても同様の手順 を踏むことにより,利

用で きる字体 を増や しかつ頻度情報の制御 も行える。但 し,こ こで増えた異字

体語彙が全て有用であるとは限らない。

ここではpubdic†1の 辞書にある語彙 についてktrを 使 った変換 を行い,辞

書の語彙の字体 を増やす実験 を行った結果を示す。尚,symbol.u,tankan.u

はここでは除いて考える。基本辞書kihon.uの 一部を表5に,そ れを変換 し

た結果の一部を表6に 示す。また,語 彙増加数の結果を表7に 示す。この結果

か ら,異 字体によって60%程 度の異字体語彙の増加が見込めると考えられる。

もっと多 くの語彙をもった辞書について調べてみると,253605個 の語彙に対 し

て第一 ・第二水準での異字体語彙の増加が101141個,補 助漢字での異字体語彙

の増加が72073個 得 られ,68.3%の 増加 となった。異字体語彙の増加は真の語

†1Wnnバ ー ジ ョン3の 時代(1987年 ～1989年)に 元ASTECの 橘 浩志氏が世

話人となって行われたpubdicプ ロ ジェク トの成果物。
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彙の増加といえるかとい うと疑問の向きもあるが,仮 名漢字変換辞書の語彙 に

対する機械的操作によって異字体語彙が6割 程度増加することが判明 した。

表5pubdic(一 部)

よ み
一,五 叢し

ロn菓 品 詞 頻度

あ あ 接続詞,感 動詞 33

あ あ ワ行五段 16

あ あ ラ行五段 1163

あ あ 力行五段 1

あ 逢 ワ行五段 10

あ 会 ワ行五段 204

あ 開 力行五段 2

あ 空 力行五段 166

あ 合 ワ行五段 603

あ 在 ラ行五段 1

あ 遭 ワ行五段 1

あ 編 マ行五段 29

あ 飽 力行五段 1

あ 明 力行五段 1

あ 有 ラ行五段 29

あ 一 く ア ー ク 名詞 1

あ一す ア ー ス 名詞 1

あ一ち ア ー チ 名詞 4

あ一ちす と ア ー チ ス ト 名詞 3

あ 一ていす と ア ー テ ィ ス ト 名詞 3

あ一びとれ一 しょん ア ー ビ トレ ー シ ョ ン サ行(す る)&名 詞 2

ああ ああ サ行(す る)&名 詞 29

ああい う ああいう 連体詞 2

あい 愛 サ行(す る)&名 詞 33

あ い 藍 名詞 1
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表6pubdicに 第一 ・第二水準 で変換を行った結果(一 部)

ヱ53

よ み
套五 且
ロロ 冥 品 詞 頻度

あ 會 ワ行五段 136

あいかわらず 相攣わらず 副詞 6

あいこく 愛國 名詞 0

あい しょう 愛稻 名詞 1

あい じ 愛兇 名詞 0

あいず 合圖 サ行(す る)&名 詞 0

あいたい 相封 サ行(す る)&名 詞 0

あいつ 相縫 ガ行五段 0

あ い どく 愛讃 サ行(す る)&名 詞 0

あい らく 哀樂 名詞 0

あえ 會え 一段 0

あえん 亜鉛 名詞 0

あかし 言登 名詞 0

あかし 燈 名詞 0

あかつ き 曉 名詞 1

あかぬけ 垢抜け 一段 0

あか り 燈 り 名詞 0

あか り 燈 名詞 0

あが 墨が ラ行五段 4

あ き 穐 名詞 28

あ きさめ 穐雨 名詞 0

あきばれ 穐晴れ 名詞 0

あ く 悪 名詞 1

あ く しつ 悪質 名詞 0
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表7pubdicへ の 適応結果

辞 書 名
辞書中の

語 彙 数

第一 ・第二水

準での増加数

補助漢字で

の 増 加 数
総増加数 増加分の%

bio.u 465 162 129 291 62.6%

chimei.u 4693 2041 1686 3727 79.4%

computer.u 900 109 62 171 19.0%

jinmei.u 2493 731 902 1633 65.5%

kihon.u 22707 7891 5122 13013 57.3%

koyuu.u 252 107 81 188 74.6%

setsuji.U 879 196 111 307 34.9%

special.u 26 6 1 7 26.9%

合 計 32415 11243 8096 19337 59.7%

5.2文 字検索への応用

さらなる応用 としては,漢 字の異字体をアルファベ ットの大文字と小文字の

関係のような扱いとすることが考えられる。例えば,通 常文章内の 「真実」 と

いう単語を検索すると,「眞實」 と旧字で表記されているものは検索の対象外

となる。アルファベットで大文字小文字の区別をせずに検索する場合の一つの

手法 として,大 文字 に全てを変換 して,そ れに対 して大文字で検索 を行う手法

がある。しか し日本語の場合,大 文字を現行字体 と考えて同様の手法を適用す

ると,現 行字体 に変換す る手間が アルファベ ットを大文字に変換するための

toupper()の 処理 と比べてかかる上,現 行字体を持たないと分類 されたもの

が存在するため,そ の分の処理 も組み入れる必要が生 じる。

そこで,正 規表現 を使った検索 システムに異字体 を取 り込み,「 真実」の検

索を 「(真1眞)(実1實)」 と正規表現の検索に自動的に置き換えれば,「真実」

と共に 「眞實」 も検索対象 とな り,異 字体同士を同じ文字として扱 うことが可

能 となる。このような機構を日本語処理プログラムに組み込むことで,異 字体

の利用を妨げることな く日本語の処理が行えるようになる。
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6ま と め

本システム以外で も異字体への取 り組みは沢山ある。例 えばwnn6で は,仮

名漢字変換に異字体へ変i換するという枠組みを付加 して異字体入力の便宜をは

かっている。これは異字体を持つ語彙を仮名漢字変換辞書 に取 り込むことはせ

ず,変 換 した結果の語彙中の文字に対 して異字体への変換 をさらに行 うとい う

ものである。また,市 販のワープロソフ トでは"あ いまい検索"に よって異字

体 を含めた検索が行えるもの もあ り,文 字検索への応用は既 に一部実用化 して

いる。このように,日 本語を扱 う環境では異字体への取 り組みが不可欠である

という認識が徐 々に広 まっている。

本研究では異字体同士の変換を行 うシステムのための異字体表が持つべ き性

質を定め,実 際に表を作成 し,そ れを使 った変換 プログラムを作成してpub-

dicへ の適用を行い,仮 名漢字変換辞書の持つ語彙からその異字体語彙が機械

的に6割 程度生成されることを確認 した。

今後 もJIS第 三水準,第 四水準の出現に合わせて異字体表をupdateす ると

共 に,漢 字の自由な使用に向けての取 り組みを行っていきたい。
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